
第
３
部
は
午
前
六
時
か
ら
機

庫
前
で
式
を
行
い
、
瀬
川
隆
治

部
長
が
「
二
人
の
新
入
団
員
を

迎
え
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
団
員
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
ま
す
」
と
挨

拶
。
来
賓
の
倉
掛
夏
目
両
自
治

連
合
会
役
員
ら
が
、
平
素
の
活

動
に
対
し
て
感
謝
と
激
励
の
言

葉
を
述
べ
た
。

午
前
七
時
か
ら
井
原
小
学
校

体
育
館
で
井
原
分
団
出
初
式
、

同
十
時
か
ら
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
市
団
の
式
典
に
臨
ん
だ
。

井
原
分
団
（
西
山
大
補
分
団

長
）
は
、
正
午
か
ら
防
火
ク
ラ

ブ
の
少
年
団
員
や
育
成
会
、
婦

人
会
役
員
ら
と
共
に
井
原
町
本

通
り
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実

施
。
午
後
一
時
か
ら
向
町
河
原

で
一
斉
放
水
を
披
露
し
て
新
年

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

小
田
川
か
ら
の
逆
流
で
過
去

に
何
度
も
浸
水
被
害
を
招
き
、

住
民
か
ら
問
題
解
決
へ
向
け
て

強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
井

原
大
橋
上
手
の
樋
門
。

市
は
地
域
活
性
化
交
付
金
で

強
制
排
水
式
に
す
る
こ
と
を
決

定
。
発
注
し
た
ポ
ン
プ
が
届
き

次
第
、
改
修
工

事
に
入
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し

た
。こ

れ
ま
で
は

川
の
水
位
が
上

昇
し
て
も
ゲ
ー

ト
を
閉
じ
る
の

み
。
工
事
完
了

後
は
ポ
ン
プ
を

稼
働
さ
せ
、
市

街
地
側
へ
溜
ま

っ
た
内
水
を
排

出
で
き
る
。
排

水
能
力
は
毎
分

30
ト
ン
。
西
江
原
の
樋
門
２
基

の
改
修
を
含
む
事
業
予
算
は
１

億
１
４
０
０
万
円
。

井
原
市
で
は
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
自
主
防
災
組
織
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。

●

対
象
団
体

地
域
住
民
で
つ
く
る
自
主

防
災
組
織
・
団
体

●

補
助
対
象
事
業

①

防
災
に
関
す
る
知
識
の
普

及
啓
発
を
図
る
事
業

②

防
災
研
修
会
を
実
施
す
る

事
業

③

地
域
内
の
危
険
箇
所
を
ま

と
め
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
・
配
布
す
る
事
業

④

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
事

業
⑤

防
災
に
係
る
資
機
材
を
整

備
す
る
事
業

⑥

防
災
活
動
に
か
か
る
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
た
め
の
事
業

●

防
災
用
資
機
材
（
例
）

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ウ
イ
ン
チ
、

ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
ラ
ジ
オ
、
電

池
メ
ガ
ホ
ン
、
給
水
タ
ン

ク
、
炊
飯
装
置
、
簡
易
資
機

材
、
倉
庫
な
ど

●

補
助
率

対
象
経
費
の
10
分
の
８

●

補
助
金
額

20
万
円
以
上
50
万
円
以
下

●

申
請
手
続
き

協
働
推
進
課
備
え
付
け
の
所

定
の
様
式
に
記
入
の
上
、
必

要
書
類
を
添
付
し
て
同
課
へ

提
出
す
る
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／倉橋一郎

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

新
春
を
飾
る
平
成
二
十
四
年
井
原
市
消
防
出
初
式
が
一
月

十
五
日
に
挙
行
さ
れ
、
地
元
井
原
分
団
第
３
部
も
終
日
、
パ

レ
ー
ド
や
放
水
訓
練
な
ど
の
行
事
に
追
わ
れ
た
。

パ
レ
ー
ド
や
放
水
訓
練
を
実
施

井原市消防出初式

部 長 瀬川 隆治（倉掛）
副部長 竹内 誠（夏目）
副部長 西山 喬士（夏目）
会 計 松井 淳（夏目）
会 計 妹尾 英哲（倉掛）
消防班長 松本 大（夏目）
厚生班長 田中 利樹（倉掛）
機械班長 丸山 裕二（倉掛）
水源班長 川相 智正（夏目）
組 長 三嶋 紀之（倉掛）
団 員 塚原 一徳（夏目）
団 員 瀬藤 慎二（倉掛）
団 員 片山 敬悟（夏目）
団 員 片岡 憲一（倉掛）
団 員 増成 智也（夏目）
団 員 三宅 一正（倉掛）
団 員 笠原 慶一（倉掛）
団 員 今井 豊（倉掛）
団 員 片岡 陽（倉掛）
団 員 井上 浩伸（夏目）

※カッコ内は関係地区

第

３

部

団

員

名

簿

第 ３ 部
瀬川部長

実
態
の
把
握
が
必
要

防
災
活
動
を
支
援

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
う
文
言
は
使
わ
れ
だ
し
た
時

期
こ
そ
不
明
な
が
ら
、
的
を
得

た
表
現
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

協
働
と
は
「
一
緒
に
や
る
」
と

い
う
意
味
で
、
難
し

く
考
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

旧
来
の
自
治
体
は

中
央
政
府
の
出
先
機

関
的
な
位
置
づ
け
と

な
っ
て
い
た
た
め
、

住
民
に
対
し
て
責
任

が
な
く
、
信
頼
を
得

ら
れ
に
く
い
立
場
で

し
た
。

し
か
し
、
地
方
分

権
が
進
む
に
つ
れ
て

住
民
と
行
政
の
協
働

体
制
は
重
要
さ
を
増

し
、
そ
れ
を
実
現
化

す
る
首
長
や
議
員
を
選
ぶ
住
民

の
責
務
も
重
く
な
り
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
は
国
民
と
接
す

る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
庶
民

感
覚
に
疎
く
な
り
が
ち
。
そ
の

点
、
住
民
と
顔
を
合
わ
せ
て
議

論
を
繰
り
返
し
、
能
力
を
磨
く

こ
と
が
可
能
な
の
は
市
町
村
の

職
員
で
す
。

既
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い

る
井
原
市
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、

行
政
と
地
域
の
間
に

協
議
機
関
を
設
け
る

こ
と
で
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

先
行
し
て
い
る
他

市
の
例
を
み
る
と
、

市
民
ら
が
企
画
し
て

一
定
の
評
価
が
得
ら

れ
た
諸
々
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
積
極
的

に
補
助
金
を
出
す
と

い
う
形
が
一
般
的
に

な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
資
金
活
用
に
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
行

政
と
市
民
が
生
み
だ
す
真
摯
な

地
域
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

倉掛新聞編集委員会

協働のまちづくり

～ 求 め ら れ る 地 域 力 ～

ポ
ン
プ
式
へ
改
修

井 原 市

自

治

連
合
会

井
原
大
橋

上
手
樋
門

南部下水へ流入しない井原町新町から
倉掛一帯の雨水がこの樋門へ集まる

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞



地
元
第
３
部
は
小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

へ
今
年
も
二
チ
ー
ム

を
送
り
込
ん
だ
。

１
班
は
、
手
び
ろ

め
に
よ
る
ホ
ー
ス
延

長
（
三
本
）
操
法
を

規
律
正
し
く
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
行
っ
て
高

得
点
を
挙
げ
優
勝
。

２
班
も
ベ
テ
ラ
ン
勢

が
手
堅
く
ま
と
め
て

準
優
勝
と
、
上
位
を

独
占
し
た
平
成
二
十

年
以
来
の
好
成
績
を

挙
げ
た
。

三
月
に
は
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
公
園
で
井
原
市
団
の

操
法
訓
練
大
会
が
開
か
れ
、
県

大
会
出
場
を
目
指
し
て
各
分
団

が
消
防
技
術
を
競
う
。

《

第
３
部
１
班

》

指
揮
者

妹

尾

英

哲

１
番
員

瀬

藤

慎

二

２
番
員

丸

山

裕

二

３
番
員

片

山

敬

悟

《

第
３
部
２
班

》

指
揮
者

西

山

喬

士

１
番
員

竹

内

誠

２
番
員

笠

原

慶

一

３
番
員

増

成

智

也

今
年
の
郷
社
足
次
山
神
社
の

初
詣
人
は
井
原
駅
前
イ
ベ
ン
ト

や
暖
か
さ
も
あ
っ
て
増
え
、
拝

殿
前
に
長
い
列
が
で
き
た
。

参
道
の
灯
明
が
足
元
を
照
ら

し
斎
灯
が
燃
え
盛
る
境
内
で
、

今
年
も
川
相
勝
さ
ん
（
14
組
）

や
山
岡
秀
男
さ
ん
（
15
の
１

組
）
ら
が
、
お
で
ん
や
ぜ
ん
ざ

い
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

訪
れ
た
住
民
ら
は
新
年
の
挨
拶

を
交
わ
し
な
が
ら
舌
鼓
を
打
っ

た
。

年
度
末
を
控
え
、
倉
掛
自
治

連
合
会
が
平
成
二
十
三
年
度
決

算
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
。

近
年
、
一
般
世
帯
や
地
区
内

事
業
所
の
減
少
に
伴
っ
て
会
費

収
入
が
減
り
、
支
出
を
抑
え
た

財
政
運
営
が
続
く
倉
掛
自
治

会
。本

年
度
は
十
二
月
に
文
化
祭

を
開
催
し
た
が
、
井
原
市
や
井

原
公
民
館
、
地
元
有
志
及
び
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
等
で
費
用
は

予
算
内
に
収
ま
っ
た
。
ま
た
大

き
な
災
害
が
無
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
最
終
的
な
数
字
は
前
年

度
並
み
に
落
ち
着
く
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。

自
治
連
合
会
の
役
員
ら
は
、

「
来
年
度
は
駅
前
通
り
の
ポ
ニ

ー
の
会
費
収
入
が
見
込
め
な
い

も
の
の
、
建
築
中
の
牛
丼
の
す

き
家
が
三
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
は
微
減

に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
」
と
予
測

し
て
い
る
。
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第
26
回
井
原
市
文
学
賞
（
井
原
市
文
化
協
会
・
市

教
育
委
員
会
な
ど
主
催
）
の
現
代
詩
部
門
で
井
原
町

倉
掛
14
組
入
江
佳
子
さ
ん
＝
「
こ
と
り
が
そ
ら
を
と

ぶ
よ
う
に
」
＝
が
入
賞
し
た
。

短
歌
、
俳
句
、
現
代
詩
、
漢
詩
、
川
柳
、
随
筆

の
六
部
門
に
延
べ
80
人
の
応
募
が
あ
り
、
各
部
門
一

人
の
入
選
と
佳
作
11
人
が
選
ば
れ
た
。

午
前
０
時
の
部
屋
の
中

私
は
一
人
『
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
』
を
聴
く

い
つ
も
の
見
慣
れ
た
空
間
が

気
づ
け
ば
小
さ
な
宇
宙
に
変
わ
っ
て
い
た

音
符
は

夜
空
に
輝
く
銀
の
雫

歌
声
は

や
わ
ら
か
な
輝
き
を
放
つ
月
の
光

清
ら
か
で
澄
ん
だ
音
楽
は

今
も
膝
を
抱
え
て
泣
い
て
い
る

私
の
中
の
小
さ
な
子
ど
も
の
魂
を

そ
っ
と

そ
お
っ
と
包
み
込
ん
だ

「
い
い
子
だ
ね
」

「
大
丈
夫
だ
よ
」

「
大
好
き
だ
よ
」

ま
る
で
母
親
が
幼
い
我
が
子
に
す
る
よ
う
に

『
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
』
は
私
の
背
中
を
優
し
く
な
で

て
く
れ
る

そ
し
て

ふ
わ
り
と
抱
き
し
め
て
く
れ
た

（
ナ
ン
テ

ア
ッ
タ
カ
イ
ン
ダ
ロ
ウ
）

（
ナ
ン
テ

コ
コ
チ
イ
イ
ン
ダ
ロ
ウ
）

私
は
優
し
い
音
楽
を

そ
っ
と
両
手
で
つ
か
ま
え
る

壊
れ
な
い
よ
う
に

壊
さ
な
い
よ
う
に

私
は
窓
を
開
け

漆
黒
の
天
上
世
界
へ
向
け
て

握
っ
た
そ
の
手
を
静
か
に
開
く

（
ト
キ
ハ
ナ
テ
）

（
コ
コ
ロ
モ

オ
モ
イ
モ

イ
ッ
シ
ョ
ニ
）

愛
に
あ
ふ
れ
た
祈
り
の
歌
は

ま
る
で
小
鳥
が
空
を
飛
ぶ
よ
う
に

星
々
が
き
ら
め
く
宙
へ
と
翔
ん
で
い
く

そ
ら

虹
色
の
翼
を
は
ば
た
か
せ

ま
っ
す
ぐ
に

全
て
の
生
命
が
生
ま
れ
た
場
所
へ
翔
ん
で
い
く

い

の

ち

そ
う
し
て

深
き
淵
へ
と
た
ど
り
着
い
た
音
楽
は

あ
た
た
か
な
涙
の
粒
に
姿
を
変
え

水
面
に
広
が
る
波
紋
の
よ
う
に

ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
と

円
を
描
い
て
広
が
っ
て
い
く

（
モ
ウ

コ
コ
ロ
ヲ

シ
バ
ラ
ナ
ク
テ
モ

イ
イ
ン

ダ
ヨ
）

（
モ
ウ

ジ
ブ
ン
ヲ

ユ
ル
シ
テ
モ

イ
イ
ン
ダ
ヨ
）

『
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
』
は

そ
っ
と
私
に
語
り
か
け
た

小
鳥
が
空
を
飛
ぶ
よ
う
に

宇
宙
は
癒
し
の
波
動
に
包
ま
れ
る

こ
と
り
が

そ
ら
を

と
ぶ
よ
う
に

私
は
宙
を
翔
け
め
ぐ
る

そ
ら

2/18  防災セミナー ※左記参照
9：30～13：30 つどえ～る

2/22  ふれあいサロンあすは
とーとバッグづくり
午前10時～ つどえ～る

3/ 4  消防団第３部試運転日
3/ 4  全国健康マラソン井原大会
3/10  資源の日 古紙・古着等回収

午前７時30分～同９時
3/11  倉掛少年団入退団式

8：30～ つどえ～る
3/14  井原中学校卒業式
3/17  倉掛自治会23年度決算総会

午後７時～ つどえ～る
3/17  自治連合会防犯パトロール
3/18  井原市消防操法訓練大会

リフレッシュ公園
3/21  井原小学校卒業式
3/26  井原小中学校修了式
4/ 2  郷社氏子清掃 午前８時～
4/ 4  郷社まつり
4/ 6～15 春の交通安全運動

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆防災セミナーのご案内
災害に強いまちづくり
～今やらねば…
自主防災のすすめ～

- - - - - - - - - -
【日時】2月18日（土）

9：30～13：30
【会場】つどえ～る
【参加】無料（先着70名）
【演題】「防災から減災へ」
【講師】村上浩司氏 香川県直島町職員

・防災士・ファシリテーター
【申込】つどえ～る 62-9090（FAX兼）
【主催】岡山県ゆうあいセンター
【共催】井原市協働推進課・井原市社会

福祉協議会・つどえ～る
【内容】防災意識の向上及び災害時にお

ける協助のワークショップ。防
災カレー、非常食の試食など。

４
年
ぶ
り
の
好
成
績

平
成
二
十
四
年
井
原
分
団
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
二
月
五

日
、
井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ

の
部
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

井原分団消防操法大会
小型動力ポンプの部

有
志
が
サ
ー
ビ
ス

初
詣
の
人
出
増
加

「操作始め」の号令でホースを延長する３部１班の選手

開
始
の
指
示
を
待
つ
第
３
部
２
班

こ
と
り
が
そ
ら
を
と
ぶ
よ
う
に

足次山神社

二
十
三
年
度

決
算
見
通
し

倉
掛
自
治
連
合
会

お

で

ん

ぜ
ん
ざ
い

倉 掛 新 聞協力／中国新聞井原販売所


